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武
醸
胎
及
其

l
角
た
る
東
京
市
(
江
戸
)
の
地
は
民
族
故
文
化
史
､
歴
虫

地
理
､
考
古
聾
､
人
顛
聾
等
り
上
か
ら
械
め
て
興
療
の
め
る
所
で
あ
る
に

拘
は
ら
ず
､
聾
者
の
閑
却
す
る
析
せ
な
っ
て
ゐ
る
6
1私
概
し
て
､
潜
瀞
t

甘
て
東
栄
市
賓
柿
月
砧
小
韓
校
で
郡
拭
L
六
も
の
み
今
度
本
章
yJ
し
て
は

放
さ
れ
た
G
tで
あ
る
､
考
古
挙
上
6
1輔
諭
が
多
い
が
寸し
に
か
-
池
俗
伯
に

有
虫
以
前
の
武
撒
脚
の
開
発
本
の
べ
た
も
り
で
人
文
地
租
各
研
究
す
る
も

の
.1こ
せ
つ
て
は
飴
磁
耐
白
い
有
損
な
番
邦
で
あ
る
､
親
機
肝
の
有
史
以
前

高
菜
の
状
態
ミ
か
武
鵜
野
G
l環
郷
～)
民
喪
の
出
荷
､
生
活
の
株
式
ミ
北
ハ地

形
号
の
関
係
な
+ミ
サ
か)
ス
チ
ー
プ
な
鮎
が
多
い
､
日
本
の
原
使
民
で
あ
っ

た
ア
イ
ヌ
に
閲
し
て
も
博
士
の
所
論
に
r4
,-
ベ
HF,･も
り
が
多
い
､
放
て

l

詑
な
す
ゝ
ゆ
る
､
(
聯
E
)
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雷
雨
礎

現
苔
等

歴

線
型
の
関
係
陀
就
て

窺
貌
純
量
第
三
巷
第
二
脚

田
代
武

四

耶

中
央
気
象
重
り
田
代
氏
は
J.
鞄
て
生
物
り
雷
雨
私
刑
資
す
る
に
､
口
々

の
天
気
例
私
塾
欄
し
て
牲
志
し
て
ね
ら
れ
た
が
､
其
結
典
が
本
論
文
で
あ

る
0
等
怖
鞄
の
投
型
ま
し
て
､
波
形
､
乙
字
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､
S
字
将
､
Ⅴ
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､蹄
形

粒
形
､
鯨
尾
形
､
粒
形
辞
の
各
続
の
型
モ
日
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気
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上
に
蘇
は
れ
る

尊
甑
蛾
の
担
化
ミ
在
と
つ
て
､
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の
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S
こ
,)の
部
分
に
雷
雨
鐙
現
の
多
寡

が
あ
る
か
､
班
毎
現
回
数
ミ
四
季
の
屋
化
等
私
樹
上
に
京
め
し
て
み
る
'

特
に
大
正
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年
五
月
二
十
三
日
六
時
の
ll大
気
榊
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よ
っ
て
､
英
訳
明
が
し

て
み
ろ
6
1が
､
蝕
種
田
白
い
､
要
す
る
に
お
気
'4
り
紙
が
Ⅴ
字
形
に
低
気

随
の
方
へ
奨
H
L
L
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､
或
は
府
形
か
な
し
て
ぬ
る
場
骨
1
億
両
の
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い
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い
ふ
琴
か
明
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し
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答

他
党
牛
島
_
日
本
編
凹
地
成
虫
_二
伸

へ
る
共
心
放
並
に
子
午
線
の
折

製
紙
に
よ
り
て
形
成
さ
れ
Li
る
地
汲
な
り
O

即
ち
そ
り
田
地
環
指
_‡
子
牛
綿
状
の
折
製
紙
に
滑
ひ
て
沈
降
せ
る
も
の

亡
管
伯
す
べ
き
も
¢
な
り
｡
町
野
川
路
谷
は
恐
ら
-
此
り
虫
畢
断
裂
線
t

助
走
す
る
子
牛
粗
放
の
1
抑
製
粗
な
り
｡
能
登
北
浦
即
ち
日
本
海
樺
､
若

山
川
､
宇
伯
韓
'
小
木
問
海
岸
等
何
れ
も
東
北
東
よ
り
西
南
西
に
悲
り
子

牛
断
裂
線
ミ
噂
_言
直
変
り
達
向
私
有
す
.
此
走
向
は
何
本
職
の
爾
逸
i
L
る

本
州
日
本
海
将
舶
ーこ
官
箱
根
の

7
般
速
向
に
7
致
す
ろ
-
¢
七･6リ
｡

邑
知
潟
､
及
JS
j
E)尾
耐
将
み
経
て
佐
波
ーこ
遷
す
ろ
祈
裂
紬
t

l
北
ハ心
批

析
烈
粗
ーこ
し
て
こ

れ
が
L
i
め
牛
偽
は
離
れ
i1
ろ
描
立
的
の
朔
あ
り
し
-
そ

の
後
G
l地
建
曲
に
隆
担
に
よ
り
て
現
在
り
地
形
私
墨
せ
る
も
の
な
ら
ん
｡

閉

路
蘭
島
の
住
民
に
つ
い
て
伺
ひ
た
し(

大
阪
片
山
虫
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方
哩
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別
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五
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〇
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〇
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〇
､

一

〇
､
五

‥
り
髭
_こ
呪
托
れ
て
わ
あ
や
-
に
各
種
の
比
が
住
ん
で
ゐ
ろ

､
こ
れ
は
偽

図
り
性
甥
t
lし
て
然
る
べ
き
=
?J
で
み
ろ
が
～
パ
>̂
ガ
-
tJ
は
ま
ま
し
て

和
個
人
?,
ジ
ン
ハ
ー
-
ス
人
7,
の
緋
稗
で
､
和
聞
入
よ
り
も
兜
に
姥
兆
し

た
科
鞘
牙
人
系
の
緋
柿
も
み
ろ
､
牧
人
の
特
性
代
金
-
央
ほ
れ
J.
土
語
1)

英
語
1J
私
用
び
て
官
臆
摘
枇
韓
の
岬
下
級
り
洞
絡
_こ
総
革
す
る
が
教
育
G
l

促
嬢
は
節

1
.1
位
し
て
ぬ
る
｡

ジ
ン
rl
P
I
ス
VJ
t‡
梅
の
名
S
in.
訂

1d
vJip
p
か
ら
帖
L
iも
の
で
､
S
in
h
a

は
獅

子
の

鶴
で
桝
韻
登
･/)
に
も
獅

子
図

7J
H
て
ゐ
ろ
､
セ
イ

ロ
ン
三

H
ふ

朝
も

シ
ン
ハ
ラ
デ
パ
り
伸
靴
で
あ
る
が
､
和
元
前
五
四
三
舛
印
旗
北
方
の

ビ
ハ
>A
か
ら
父
王
に
追
放
さ
れ
十
lケ
イ
ブ
ア
ヤ
が
移
任
し
苑
つ
て
､
北
住

戊
船

中

光
IJ
て
ア
ヌ
ラ
ダ
プ
ラ
に
都
L
iI
､
此
ダ
イ
･h
ア
ヤ
の
弧
が
獅
子

に
-;
Ji1
の
七

か
-
放
名
に
す
る
啓
に
な
っ
た
TJ
い
ふ
幡
祝
が
み
ろ
~
何
に

し
て
-
iE
-
か
ら
こ
ら
枯
私
交
配
L
i
1
柿
旅
で
､
=
れ
私
大
別
し
て
LI
I

カ
ン
プ
V
I
秤
ミ
カ
ン
ヂ
ア
ン
挿
t二
分
つ
ー
前
額
は
指
揮
地
方
_こ
住
み
容

弼

粗

貌
抹
洩
州_こ
氾礼
-
I.
彼
懸
け
I甲
山
八川
地
か
'･占
め
仙
じ
梢
耕
現
川
い
ー
糾
し
て
皿
〃子

に
典
昭
私
有
L
紬
変
り
上
紙
甲
鵜
り
輪
榊
在
さ
す
が
､
壮
年
懸
け
欧
風
.i

倣
ふ
-
り
が
多
い
､
叉
白
色
り
上
衣
に
サ
ロ
ン
か
下
中
部
_こ
ま
-

｡
婦

人

は
瀬
鍵
で

tヨ
ジ
ヤ
ケ
ツ
に
珊
柴
又
は
淡
紅
色
の
和
み

ス
カ
ー
タ
の
如
-
.i

纏
ふ
て
わ
あ
､
但
し
地
方
の
民
は
半
裸
冊
で
あ
る
､
性
情

枇
し
て
巧
智
な

れ
.,/JJ
搾
紬
で
兜
瓢
で
な
い
､
机
財
に
下
草
で
､
損
な
ま
ま
す
る
､
土
民

問
に
新
艇
瀞
(
ヴ
ェ
ラ
)
各
組
兜
に
布
す
る
-
の
は
今
御
免
拓
階
級
TJ
組
め

ら
ち
､
佃
土
拭
閉
り
階
級
概
念
は
印
伐
り
血
-
抵
し
-
托
な
い
0

タ
"(
>̂
人
_ユ
セ
イ

ロ
ン
締
ま
イ

ン
ゲ
ア
ン
縛
亡
に
分
つ
､
前
額
代
打
派

閥
方
印
戊

よ
り
移
住
土
持
せ
る
-
の
､
後
静
は
現
在

i
峰
的
_こ
常
抱
の
茶

覗
韻
苑
地
の
鐙
雛
の
弊
柳
瀬
})
し
て
移
任
し
て
お
ろ
も
の
で
あ
る
｡
弟
子

は
糾
紹
り
上
多
-
抑
和
み
似
て
弼
部
か
播
ro
t
女
子
は
赤
色
の
軌
改
む
蔚

-
ろ
凪
が
み
ろ
､
性
情
鈍
丑
な
あ
も
現
蟹
.1こ
し
て
従
順
な
れ
ば
叔
旭
常
な

あ
併
働
瀞
で
あ
る
｡

ム
ー
ア
人
ー‡
土
井
市
川
叉
工_ェ
タ
ー
バ
ン
み
枇
リ
天
性
軌
棚
ii
し
て
加
地

な
る
私
似
て
塀
ろ
;j
賦
_こ
点
じ
､
多
-
網
袋
に
従
事
L
隠
然
土
人
岡
非
の

班
植
わ
似
ろ
P
現
に
;:=H
i
?節

i
の
めh･=
家
で
釈
箆
三
三
千
鞘
留
比
以
上
T}
曝

せ
ら
ろ
～
ア
ブ
ダ
>～
･
カ
フ
ー
ル
の
如
ro
山
人
柊
で
み
ろ
｡

店
氷
人
tェ
拡
閥
の
拭
力
征
服
の
陸
路
辞
せ
る
典
子
の
手
技
で
多
-
下
級

官
証
紙
_ニ
巡
ま
く
し
て
潮
路
し
て
.ゐ
･{･O

ダ
エ
タ
ダ
_こ
つ
い
て
に
雄
視
猶
決
出
し
な
い
が
往
古
ジ
ン
ハ
p

I
ス
人

の
印
戊
よ
り
純
水
ぜ
t<･駅
北
他
民
族
i1
り
L
ナ
-
が
､
ヤ
タ
カ
耐

難
旅
G
l

後
輪
で
中
火
山
地
よ
り
取
北
海
梓
に
祉
ぐ
や
ハ
イ
P
､
か

ン
ガ
上
紙
り
山

地
に
捕
る
､
今
猶
弓
愉
私
以
て
狩
猟
L
未
開
の
良
で
め

る
｡
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以
上
各
人
節
の
外
.1
雷
鳥
り
郡
市
に
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
人
尉
任
し
準
正

鵡
な
る
数
は
不
肌
で
あ
る
が
､
白
色
の
タ
ー
バ
ン
に

寛
か
な
る
上
下
衣
粘

つ
け
且
枚
私
筏

へ
､
姶
+I/)
全
部
土
人
州
車
の
高
利
貸
私

や
つ
て
ゐ
る
ー
英
助

人
の
多
数
け
銀
行
官

臆

食
紅
に
居
る
ー
邦
人
-
摘
発

に二
枚
等
L
tJ
ゐ
あ
｡

音
訳
は
ジ
ン
ハ
Y
I
ス
評
尤
･1
静
及
す
る
､
タ
ミ
>L
語
も
之
に
つ
い
で

前
額
非
常
減

は
似
t･J
ゐ
ろ
｡

序
に
云
ふ
が
､
他
人
動
も

す
れ
ば
錫
悩
み
印
度
政
臆
甘

下
-ニ
屈
す
る
も

G
u
J
訳
解
す
る
が
､
行
政
系
統
H_
印
度
}J
は
公
然
陶
僻
が

な
い
､
別
個
の

王
餌
植
民
地

(
C
ro
w
n
C
.
1o
py
)
で
拓
本
樹
植
民
大
臣
直
締
り
下
.1こ
任
期

六
年
の
組
骨
が
赴
任
し
て

耽

指
し
て
ゐ
ろ
､
別
ーこ
立
法
重
砲
骨
及
行
政
参

議
骨
の
爾
機
軸
が
あ
っ
て
組
督
在
郷
現
し
殊
に
近
年
立
法
婁
試
骨
の
民
選

議
員
数
祖
著
し
-
将
加
し
て
民
意
上
速
9
途
払
拭
し
て
ゐ
る
の
で
1
日
泊

的
色
彩
が
柵
約
-
な
っ
て
き
た
｡

閏

小
玉
細
韮
地
方
の
産
業
は
つ
い
て
伺
払
た
し

(京
都
0
正
也
)

等

小
誠
軸
組
地
方
t

f
般
_こ
土
地
灘
餓
天
産
物
.1
富
U
も
入
婿
の
地
紋

忠
_こ
件
H_
す
鹿
弟
.1こ
於
て
も
新
作
方
法
寄
金
-
幼
稚
に
し
て
貯
伽
の
芥
熱

線
農
具
の
幼
触
､
柵
惚
肥
料
申
輸
入
が
自
由
な
る
に
不
的
金
-
行
H_
れ
肘

ら
ず
病
め
_こ
不
擬
の
状
_こ
あ
り
.
さ
れ
6,,)も
ア
ナ
･1
p
ア
磯
路
は
敏
坤
氷

同
軸
的
践
拙
労
り
戯
兼
開
発
の
矯
め
に
輿
常
の
賀
献
み
な
せ
り
､
但
し
‥

の
地
方
の
耕
地
は
教
街
路
の

一
割

3
分
に
趨
せ
ず
､
現
在
獅
旗
火
な
る
中

断
が
兜
抑
6
1皇
ゝ
に
放
測
せ
ら
れ
居
る
が
故
に
罪
jI年
躯
に
有
望
な
り
､
現

在
耕
地
の
約
五
官
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か
托
穀

物の
耕
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て
､
其
火
中
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小
変
､
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1
け
大

歩
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鵡
噂
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裸
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淵
･野
'
粟
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黍
淡
水
串
か
釧

準

二
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節
五
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窯

八
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八
･

や
L
､
其
耕
作
法
り
不
完
全
な
る
.1
不
純
小
歩
S
t収
縄
は

一
八
ク
が
>h
LL

付
約
十
五

八
ク
ト
?
ツ
ー
ル
_こ
上
れ
リ
､
こ
れ
1.i
俳
鯛
の
収
推
挙
.1
況
き

も
り
に
⊥
て
地
線
の
肥
L
iろ

私
知
る
1こ
足
れ
リ
.
共
成
避
叱
る
産
地
に

ヨ

ニ
7
､
ア
ン
ゴ
ラ
､
シ
ヴ
ァ
ス
'
ア
イ
デ
イ
ン
､
ア
ル
ク
サ
ー
ア
ダ
ナ
ー

カ
ス
タ
ム
ニ
ー
､
カ
ヲ
ク
ツ
串
め
り
､
此
寄
り
諸
州
ーユ
各
宵
的

ヘ
ク
ト
り

タ
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以
上
私
産
す
就

中
ヨ
ニ
ア
尤
･1
多
し
.'
工
光
材
料
ミ
し
て
棚
花
_

立
と
し
て
ア
ダ
ナ
､
ア
イ
デ
イ
ン
地
方
よ
り
川
で
年
折
六
鴇
噸
十
六
舶
私

産
す
､
こ
れ
北
米
食
親
閲
の
産
の
六
十
六
分

!
に
常
ろ
､
誠
肺
は
至
る
所

に
耕
作
す
る
も
粗
砕
せ
典
な
り
､
其
繊
維
よ
り
-
寧
ろ
北
ハ鵜
光
軸
探
耽
す

る
故
に
麻
糸
の
産
出
H_
肘
>̂
-
地
方
よ
り
約
千
五
官
噸
私
S
す
り
み
､
放

悦
は
=
り
地
方
の
典
樹
ま
し
て
光
も
盛
ん
せ
ら
れ
其
栽
培
地
_‡
三
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